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追補3としてのまえがき
標準情報TR X 0005は， 次の構成をとる。 

1. 適用範囲 

2. 標準情報の構成 

3. 分散オブジェクトの実現 

4. Java言語規定（附属規定） 

5. 分散環境における構成部品モデル（附属規定） 

6. 企業･組織環境における構成部品モデル（附属規定） 

7. Java言語規定 第2版（附属規定） 

追補3は， この6.に次の附属書Eを追加する。 

   附属書E 企業･組織環境における構成部品モデル第2.0版の概要

備考
この附属書Eの内容は, Enterprise JavaBeans Specification, Version 2.0, Sun Microsystems, 2001-08-14 の概要を示す。
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6.に次の附属書Eを追加する。

附属書E　企業･組織環境における構成部品モデル第2.0版の概要
 LISTNUM list1 \l 1  
導入　この規定は，エンタプライズJavaBeans体系を定義する。エンタプライズJavaBeans体系は，コンポネントに基づき構築されたビジネスアプリケーションの開発及び配備のためのコンポネント体系とする。アプリケーションは，エンタプライズJavaBeans体系を用いることによって，規模拡大縮小可能，トランザクション処理可能で，複数利用者が安全に使用できる。これらのアプリケーションは，1度記述すれば，エンタプライズJavaBeans体系を支援するどのサーバプラットフォームにおいても配備することが可能となる。

 LISTNUM list1 \l 2  
対象者　この規定を利用する対象者は，トランザクション処理環境の製造者，エンタプライズアプリケーションのツールの製造者，及び製品中にエンタプライズJavaBeans(EJB)技術を提供しようとする製造者とする。

この規定に記述された多くの概念は，エンタプライズJavaBeansアプリケーションのプログラマに透過的なシステムレベルの問題に答えるものとする。

 LISTNUM list1 \l 2  
EJB 2.0での新機能　エンタプライズJavaBeans2.0体系は，Vlada Matena及びMark Hapnerによって設計され定義された1.1版を拡張したものとする。エンタプライズJavaBeans1.1版に対して拡張したものは，次に示す新しい機能とする。

· エンタプライズJavaBeansの中で，Javaメッセージサービス（JMS）を統合し，メッセージ駆動ビーンを導入した。メッセージ駆動ビーンは，JMSメッセージの到着の結果コンテナによって起動されるステートレスコンポネントとする。（ステートレスとは，状態を保存しない方式とする。ステートフルとは，状態を保存する方式とする。）メッセージ駆動ビーンモデルの目的は，JMSメッセージの到着時に非同期に起動される処理を取り扱うとき，他のJMS MessageListernerの機能を開発するのと同様な単純さで，エンタプライズビーンを開発可能にすることとする。

－
実体ビーンのためにエンタプライズJavaBeansコンテナ管理永続性を改訂し，コンテナ管理のデータベース関連性の支援をエンタプライズJavaBeansに追加した。エンタプライズJavaBeansの初期の版の規定における永続性のデータベースフィールドに基づくコンテナ管理方式からくる制限を取り除くために，コンテナ管理永続性をもつ実体ビーンのための新たな契約を定義した。新しいコンテナ管理永続性の仕組みは，次に示す機能を提供するために付け加えられた。

－
実体ビーンにおけるコンテナ管理データベース関連性の支援。

－
可搬性のある検索問合せ構文の基礎の提供。

－
遅延ロード及び不要メモリ検知機構による製造者実装のさらに効果的な支援，メモリ追跡情報の縮小化，データ別名問題の回避など。

· セションビーン及び実体ビーンに対して，局所クライアントにあるエンタプライズビーンからの軽量なアクセスを支援するために，局所インタフェース及び局所ホームインタフェースを定義した。局所インタフェースは，セションビーン及び実体ビーンがそれらのクライアントと密結合され，いわゆる遠隔メソッド呼出しに関連したオーバヘッドなしに，直接アクセスされることを可能にした。局所インタフェースは，実体ビーンにコンテナ管理永続性と共にコンテナ管理のデータベース関連性のための基礎を提供する。

· コンテナ管理永続性をもつ実体ビーンのための問合せメソッドの定義の宣言的構文を定義することによって， finderメソッド及びselectメソッドの実装がコンテナによって提供されることを可能にする。この結果得られるエンタプライズJavaBeans問合せ言語（EJB QL）は，コンテナ管理関係性によって定義された実体ビーンのネットワークにおいて，探索などのナビゲーションを提供する。
· コンテナ管理永続性をもつ実体ビーンの内部での使用のためにselectメソッドを追加した。selectメソッドは，EJB QL問合せ言語によって，関連するビーン及び値の選択を可能にする。

· 特定の実体ビーンインスタンスから独立したビジネスロジックを実装するために，ホームインタフェースにおいて追加メソッドの支援を追加した。

· エンタプライズビーンのために見なし実行(run-as)セキュリティ識別性機能を追加した。この機能によって，セキュリティ責任者の宣言的規定を，セキュリティ役割に関してエンタプライズビーンの見なし実行識別性のために使用できる。

· 異なる製造元の製品間で配備されるJ2EEコンポネントにおけるセションビーン，実体ビーンでの遠隔呼び出しを可能にするためにCORBA/IIOPに基づいた相互運用プロトコルを定義した。

 LISTNUM list1 \l 2  
構成　2.は，エンタプライズJavaBeans体系の利点を示す。
3.は，ビーン提供者，アプリケーション製造者，配備者，EJBコンテナ及びサーバ提供者の責任，並びにエンタプライズJavaBeans体系に関してのシステム管理者を示す。
4.は，エンタプライズJavaBeans規定の適用範囲を定義する。
5.は，遠隔利用側ビューと局所利用側ビューとの違いを示す。
6.から8.は，セションビーンを定義する。6.は，利用側ビューを示す。7.は，セションビーンのコンポネント契約を示す。8.は，例としてセションビーンのシナリオを示す。
9.から14.は，実体ビーンを定義する。9.は，利用側ビューを示す。10.は，コンテナに管理された永続性のための実体ビーンコンポネント契約を示す。11.は，EJB QL（コンテナに管理された永続性をもつ実体ビーンのための問合せ言語）を示す。12.は，ビーンに管理された永続性のための実体ビーンコンポネント契約を示す。13.は，例として実体ビーンのシナリオを概説する。14.は，コンテナに管理された永続性のためのEJB 1.1実体ビーンコンポネント契約を規定する。
15.から16.は，メッセージ駆動ビーンを定義する。15.は，メッセージ駆動ビーンコンポネント契約を示す。16.は，例としてメッセージ駆動ビーンのシナリオを示す。
17.から21.は，トランザクション，例外，分散及び相互運用，環境，並びにセキュリティを示す。
22.及び23.は，ejb-jarファイル及びその配備記述子のフォーマットを示す。
24.は，EJBコンテナが実行時に，エンタプライズビーンインスタンスに供給する実行時APIを定義する。さらに，可搬性のあるエンタプライズビーンのためのプログラム制限を規定する。
25.は，個々のEJB役割の責任を要約する。
26.は，エンタプライズJavaBeans APIリファレンスを規定する。
27.は，関連する文献を提供する。

 LISTNUM list1 \l 1  
目的　

 LISTNUM list1 \l 2  
全体の目的　エンタプライズJavaBeans（EJB）体系は，次の目標をもつ。
－
エンタプライズJavaBeans体系は，Javaプログラム言語による分散オブジェクト指向ビジネスアプリケーションのための標準コンポネント体系とする。エンタプライズJavaBeans体系は，様々な製造元のツールを用いて開発されたコンポネントを結合して，分散アプリケーションの構築を可能にする。

－
エンタプライズJavaBeans体系は，アプリケーションを書くのを容易にする。すなわち，アプリケーション開発者は，低水準トランザクション及び状態管理の詳細，マルチスレッド処理，コネクションプール処理，及びその他の複雑な低水準APIを理解する必要がなくなる。
－
エンタプライズJavaBeans体系は，Javaプログラム言語のWrite Once Run Anywhereに従う。エンタプライズBeanは，1回開発すれば，再コンパイル及びソースコードの修正なしに複数のプラットフォーム上で展開できる。
－
エンタプライズJavaBeans体系は，エンタプライズアプリケーションのライフサイクルの開発，配備，及び実行時の各側面を支援する。
－
エンタプライズJavaBeans体系は，実行時に相互運用できるコンポネントを開発し利用可能にするために，複数製造元のツールを使用可能にする契約を定義する。
－
エンタプライズJavaBeans体系は，既存のサーバプラットフォームに互換性がある。利用者は，エンタプライズJavaBeansを利用可能にするように既存の製品を拡張できる。
－
エンタプライズJavaBeans体系は，他のJavaプログラム言語APIと互換性がある。
－
エンタプライズJavaBeans体系は，エンタプライズBeanとJava 2プラットフォームエンタプライズ版（J2EE）コンポネントとの間だけでなく，非Javaプログラム言語アプリケーションとの間の相互運用性を提供する。
－
エンタプライズJavaBeans体系は，CORBAプロトコルと互換性がある。
 LISTNUM list1 \l 2  
EJB版1.0及び1.1　エンタプライズJavaBeans版1.0は，次の側面に焦点を当てた。
－
コンポネント体系によって仮定されるそれぞれの異なる“EJB役割”を定義した。
－
エンタプライズBeanの利用側ビューを定義した。
－
エンタプライズBean開発者ビューを定義した。
－
EJBコンテナ提供者及びサーバ提供者の責任を定義した。この二つを合わせることで，エンタプライズBeanの開発及び実行を支援するシステムができる。
－
EJBの配備単位であるejb-jarファイルのフォーマットを定義した。
版1.1は，次の側面に焦点を当てて強化した。
－
アプリケーションの組立て及び配備のより良い支援を提供した。
－
個々のEJB役割の責任をより詳細にわたって規定した。
 LISTNUM list1 \l 2  
版2.0の目標　エンタプライズJavaBeans版2.0は，次の側面に焦点を当てる。
－
EJBとJavaメッセージサービスとの統合を定義する。
－
局所利用側ビュー及び局所利用側からのエンタプライズBeansへの効率的な軽量アクセスへの支援を提供する。
－
実体Beansの永続性への支援を改善する。
－
実体Beans間の関係管理への支援を改善する。
－
実体Beans検索メソッドのための問合せ構文を提供する。
－
ホームインタフェースにおける追加メソッドの支援を提供する。
－
EJBサーバ間のネットワーク相互運用性を提供する。

 LISTNUM list1 \l 1  
EJB役割及びシナリオ　

 LISTNUM list1 \l 2  
EJB役割　エンタプライズJavaBeans体系では，アプリケーション開発及び配備ライフサイクルにおいて，六つの異なる役割を定義する。各EJB役割は，異なった人又は組織で実行されてもよい。 EJB体系は，各役割の製造物が他のEJB役割の製品と確実に互換となる契約を規定する。 EJB規定は，ISV（独立系ソフトウェア製造元）によって記述されたエンタプライズBeansの開発及び配備を支持するために，要求されるこの契約に焦点を合わせている。

備考
シナリオの中では，単一の人又は組織が複数のEJB役割を実行してもよい。例えば，コンテナ提供者及びEJBサーバ提供者は，同じ製造元でもよい。一人のプログラマが，エンタプライズBean提供者及びアプリケーション組立て者の二つのEJB役割を兼ねてもよい。 
3.1.1～3.1.6で，六つのEJB役割を定義する。

 LISTNUM list1 \l 3  
エンタプライズBean提供者　エンタプライズBean提供者（略してBean提供者）は，エンタプライズビーンの作成者とする。提供者の出力は，一つ以上のエンタプライズビーンを含むejb-jarファイルとする。Bean提供者は，そのエンタプライズビーンのビジネスメソッドを実装したJavaクラス，そのビーンのホーム及びコンポネントインタフェースの定義，並びにそのビーンの配備記述子に責任をもつ。この配備記述子は，エンタプライズビーンの構造情報（例えば，そのエンタプライズビーンのクラス名）を含み，エンタプライズビーンのすべての外部依存性（例えば，エンタプライズビーンの使用する資源の名前及び型）を宣言する。

エンタプライズBean提供者は，通常はアプリケーション領域専門家とする。 Bean提供者は，通常は業務タスク又は業務実体を実装した再利用可能なエンタプライズBeanを開発する。

Bean提供者は，システムレベルプログラムの専門家である必要はない。そのために，Bean提供者は，一般的にはトランザクション，並行性，セキュリティ，分散又はその他のサービスを，エンタプライズBeansにプログラムしない。Bean提供者は，これらのサービスをEJBコンテナに頼る。

複数のエンタプライズビーンのBean提供者は，しばしばアプリケーション組立て者というEJB役割を果たす。

 LISTNUM list1 \l 3  
アプリケーション組立て者　アプリケーション組立て者は，エンタプライズビーンをより大きな配備可能なアプリケーション単位に組み込む。アプリケーション組立て者への入力は，Bean提供者によって作成された一つ以上のejb-jarファイルとする。アプリケーション組立て者は，アプリケーション組立て指示と共にそのエンタプライズビーンを含んでいる一つ以上のejb-jarファイルを出力する。アプリケーション組立て者は，そのアプリケーション組立て指示を配備記述子に挿入する。

アプリケーション組立て者は，他の型のアプリケーションコンポネント（例えば，Java ServerPages）とエンタプライズビーンとを結合することもできる。

EJB規定は，そのエンタプライズビーンの配備の前にアプリケーション組立て過程が起こる場合について規定する。しかし，EJB体系は，アプリケーション組立てがそのエンタプライズビーンのすべて又はいくつかの配備の後に実行される場合を排除しない。

備考
アプリケーション組立て者は，エンタプライズBeansを使用するアプリケーションを組み立てる領域専門家とする。アプリケーション組立て者は，エンタプライズBeanの配備記述子及びエンタプライズBeanの利用側ビュー契約に従って作業する。組立て者は，エンタプライズBeansのホーム及びコンポネントインタフェースが提供する機能に精通していなければならないが，エンタプライズBeansの実装について知る必要はない。

 LISTNUM list1 \l 3  
配備者　配備者は，Bean提供者又はアプリケーション組立て者によって提供された一つ以上のejb-jarファイルを受け取り，そのejb-jarファイルに含まれるエンタプライズビーンをある特定の操作環境に配備する。この操作環境は，特定のEJBサーバ又はコンテナを含む。

配備者は，Bean提供者によって宣言されたすべての外部依存性を解決しなければならず（例えば，配備者はエンタプライズビーンによって使用されるすべての資源マネージャ接続ファクトリが，その操作環境中に存在することを確認して，配備者はそれらを配備記述子で宣言された資源マネージャ接続ファクトリの参照に結び付けなければならない。），さらに，アプリケーション組立て者によって定義されたアプリケーション組立て指示に従わねばならない。配備者の役割を演じるために，配備者はEJBコンテナ提供者によって提供されるツールを使用する。

配備者の出力は，目標とする操作環境に合わせ込まれて，特定のEJBコンテナに配備されたエンタプライズビーン（又はエンタプライズビーンを含む組み立てられたアプリケーション）とする。

備考1.
配備者は，ある特定の操作環境の専門家であって，エンタプライズBeansの配備に責任をもつ。例えば，配備者は，エンタプライズビーンが配備される操作環境に存在する利用者グループ及び利用者アカウントに対するアプリケーション組立て者によって定義されるセキュリティ役割の対応付けに責任をもつ。

2.
配備者は，配備作業を実行するためにEJBコンテナ提供者によって提供されるツールを使用する。この配備過程は，通常は2段階とする。

－
最初に，配備者は実行時にコンテナがエンタプライズビーンを管理可能にする付加的なクラス及びインタフェースを生成する。これらのクラスは，コンテナ固有とする。 
－
配備者は，エンタプライズビーン並びにその付加的なクラス及びインタフェースを実際にEJBコンテナに取り付ける。
3.
場合によって，認定配備者は，その配備におけるエンタプライズBeansのビジネスロジックを合わせ込んでよい。この配備者は，エンタプライズBeanのビジネスメソッドを包み込む比較的単純なアプリケーションコードを示すために，通常はコンテナツールを使用する。
 LISTNUM list1 \l 3  
EJBサーバ提供者　EJBサーバ提供者は，分散トランザクション管理，分散オブジェクト及びその他の低水準システムレベルサービス領域の専門家とする。通常のEJBサーバ提供者は，OS製造元，ミドルウェア製造元又はデータベース製造元とする。

備考
現在のEJB体系では，EJBサーバ提供者役割及びEJBコンテナ提供者役割が同じ製造元であると仮定している。したがって，EJBサーバ提供者に対するインタフェース要件は何も定義しない。
 LISTNUM list1 \l 3  
EJBコンテナ提供者　EJBコンテナ提供者（略してコンテナ提供者）は，次を提供する。

－
エンタプライズビーンの配備に必要な配備ツール 
－
配備されたエンタプライズビーンインスタンスの実行時提供
エンタプライズビーンの観点からは，コンテナは目標の操作環境の一部とする。コンテナ実行時は，一緒に配備されたエンタプライズビーンに，トランザクション，セキュリティ管理，遠隔クライアントのネットワーク分散，資源の規模拡大縮小可能な管理，及び管理可能なサーバプラットフォームの一部として一般的に要求される他のサービスを提供する。

EJB体系によって定義された“EJBコンテナ提供者の責任”は，EJBコンテナ及びEJBサーバの実装の要件を意味する。EJB規定はEJBコンテナとEJBサーバとの間のインタフェースを設計しないので，EJBコンテナとEJBサーバとの間で必要な機能の実装の分割方法は，製造元に任される。

備考1.
コンテナ提供者の専門技術は，システムレベルプログラム技術であり，いくつかのアプリケーション領域の専門技術と結び付く可能性がある。コンテナ提供者の焦点は，EJBサーバに統合された，規模拡大縮小可能で，安全で，トランザクション可能なコンテナの開発とする。コンテナ提供者は，エンタプライズBeanとコンテナとの間の単純で標準的なAPIを提供することで，基礎となるEJBサーバの特性からエンタプライズBeanを分離させる。このAPIは，エンタプライズJavaBeansコンポネント契約とする。

2.
コンテナ管理者は，通常は取り付けられたエンタプライズBeanコンポネントの版管理を支援する。例えば，コンテナ提供者は，既存のクライアントを無効にせずに，又は既存のエンタプライズBeanオブジェクトを失わないで，エンタプライズBeanクラスを更新可能にしてもよい。 

3.
コンテナ提供者は，通常はシステム管理者がコンテナ及び実行時にコンテナで動作するBeansを監視及び管理するツールを提供する。

 LISTNUM list1 \l 3  
システム管理者　システム管理者は，EJBサーバ及びEJBコンテナを含む組織の計算及びネットワーク基盤の構成及び管理に責任をもつ。システム管理者は，配備されたエンタプライズビーンアプリケーションが実行時に正常かどうかを監視することにも責任をもつ。

備考
EJB体系は，システム運用及び管理についての契約を定義しない。システム管理者は，通常はEJBサーバ提供者及びEJBコンテナ提供者によって提供される実行時監視及び管理ツールを使用する。

 LISTNUM list1 \l 2  
シナリオ　Aardvark社は，アプリケーション統合を専門としている。 Aardvark社は，JavaアプリケーションがERPシステムの給与計算管理モジュールにアクセス可能にする一般的な給与計算アクセスコンポネントである，AardvarkPayrollエンタプライズビーンを開発した。 Aardvark社は，AardvarkPayrollエンタプライズビーンを標準のejb-jarファイルにパッケージ化して，合わせ込み可能なエンタプライズビーンとしてアプリケーション開発者に販売した。 EJB体系の観点からは，Aardvark社はAardvarkPayrollビーンのビーン提供者となる。

Wombat社は，Webアプリケーションの開発会社とする。Wombat社は，従業員のセルフサービスアプリケーションを開発している。このアプリケーションによって，目標の企業の従業員が従業員記録情報にアクセスでき及び更新できる。このアプリケーションは，EmployeeService，EmployeeServiceAdmin，EmployeeRecordエンタプライズビーンを含んでいる。 EmployeeRecordビーンは，開発時に企業の既存の人事アプリケーションと統合できるコンテナに管理される実体とする。EJB体系の観点からは，Wombat社はEmployeeService，EmployeeServiceAdmin，EmployeeRecordエンタプライズビーンのBean提供者となる。

従業員記録へのアクセスの提供に加えて，Wombat社は企業の給与計算システム及び年金計画システムへのアクセスも提供しようとしている。給与計算へのアクセスを提供するために，Wombat社はAardvark社からAardvarkPayrollエンタプライズビーンのライセンスを受けて，Wombatアプリケーションの一部として取り込んだ。年金計画アクセスのための一般的なエンタプライズビーンが利用できないので，Wombat社は配備時に適切な年金計画エンタプライズビーンを開発しなければならないと決定した。年金計画ビーンは，必要なアプリケーション統合手続きを実装し，その年金計画ビーンはWombat社の顧客それぞれに固有となる。

完全な解決策を提供するために，Wombat社は，エンタプライズビーンを起動し，クライアントにHTMLプレゼンテーションを生成するJava ServerPages(JSP)などの，従業員セルフサービスアプリケーションに必要な非EJBコンポネントも開発した。JSPページ及びエンタプライズビーンは共に，Wombat社の顧客である多くの目標の企業に販売することを意図しているので，配備時に合わせ込み可能とする。

Wombatアプリケーションは，JARファイルの集合としてパッケージ化されている。一つのejb-jarファイルは，Wombat社によって開発されたすべてのエンタプライズビーン及びAardvark社によって開発されたAardvarkPayrollエンタプライズビーンを含む。他のJARファイルは，JSPコンポネントなどの非EJBアプリケーションコンポネントを含む。ejb-jarファイルは，エンタプライズビーンを組み合わせてアプリケーションにする方法を示すアプリケーションの組立て指示を含む。EJB体系の観点からは，Wombat社はアプリケーション組立て者の役割を果たしている。

Acme社は，サーバソフトウェア製造元とする。Acme社は，EJBサーバ及びEJBコンテナを開発している。EJB体系の観点からは，Acme社はEJBコンテナ提供者及びEJBサーバ提供者の役割を果たしている。

ABC社は，従業員に従業員記録，給与情報，及び年金計画情報をウェブ経由でアクセス及び更新させたい。この情報は，ABC社のERPシステムに保存されている。 ABC社は，Wombat社から従業員セルフサービスアプリケーションを購入する。ABC社は，このアプリケーションを動作させるためにAcme社からEJBコンテナ及びEJBサーバを購入する。ABC社の情報技術(IT)部門は，Wombat社のコンサルティングサービスの助けを得て，Wombat社のセルフサービスアプリケーションを配備する。EJB体系の観点からは，ABC社のIT部門及びWombat社のコンサルティングサービスは配備者の役割を果たしている。ABC社のIT部門は，ABC社の既存の年金計画アプリケーションにWombat社のアプリケーションがアクセスできるように，ABCPensionPlanエンタプライズビーンも開発する。

ABC社のIT部員は，Acme社の製造物を構成し，それをABC社の既存のネットワーク基盤と統合することに責任をもつ。そのIT部員は，従業員のアカウントの追加及び削除などのセキュリティ管理，給与計算部門などの利用者グループへの従業員の追加，及び家のコンピュータからのVPN接続で従業員を確認するデジタル証明書からABC社のイントラネットで使用されるKerberos利用者アカウントへの割当て責任などの作業に責任をもつ。 ABC社のIT部員は，Wombat社のアプリケーションが実行時に正常かについても監視し，そのアプリケーションが挙げる任意のエラー状態の処理にも責任をもつ。 EJB体系の観点からは，ABC社のIT部員はシステム管理者の役割を果たしている。

次の表に，このシナリオに含まれる組織のEJB役割を要約する。

	表3.1 この例のシナリオのEJB役割

	組織
	EJB役割

	Aardvark社
	Bean提供者

	Wombat社
	Bean提供者
アプリケーション組立て者

	Acme社
	EJBコンテナ提供者
EJBサーバ提供者

	ABC社のIT部員
	配備者
(ABCPensionPlanの)Bean提供者
システム管理者


 LISTNUM list1 \l 1  
適用範囲　4.では，エンタプライズJavaBeans規定の適用範囲について説明する。

 LISTNUM list1 \l 2  
コンポネントとしてのエンタプライズBeans　エンタプライズJavaBeansは，コンポネントを基本とした分散計算の体系とする。エンタプライズビーンは，分散トランザクション指向の企業アプリケーションのコンポネントとする。
 LISTNUM list1 \l 3  
コンポネントの特徴　エンタプライズビーンの本質的な特徴は，次のとおりとする。

－
エンタプライズビーンは，通常は企業データを操作するビジネスロジックを含む。
－
エンタプライズビーンのインスタンスは，コンテナによって実行時に生成され，管理される。
－
エンタプライズビーンは，配備時に，その環境項目を編集することによって，合わせ込むことができる。
－
トランザクション属性，セキュリティ属性などの多様な情報は，エンタプライズビーンクラスから分離される。 これによって，設計時及び配備中にサービス情報をツールによって管理できる。
－
クライアントのアクセスは，エンタプライズBeanが配備されたコンテナによって仲介される。
－
エンタプライズBeanが，EJB規定によって定義されたサービスだけを使用する場合，エンタプライズBeanは，いかなる適合EJBコンテナにも配備できる。特殊化されたコンテナは，EJB規定が定義するサービス以外にも付加的なサービスを提供できる。それらのサービスに依存するエンタプライズBeanは，そのサービスを支持するコンテナだけに配備できる。
－
エンタプライズBeanは，ソースコードの変更又はエンタプライズBeanの再コンパイルを必要とせずに，組立てられたアプリケーションに含めることができる。
－
Bean開発者がエンタプライズBeanの利用側ビューを定義する。 Bean開発者は，手動で利用側ビューを定義できるか，又は利用側ビューは, アプリケーション開発ツールによって自動的に生成されることができる。その利用側ビューは，Beanが配備されるコンテナ及びサーバに影響されない。これは，Beans及びそのクライアントを変更又は再コンパイルしないで複数の実行環境に配備できることを保証する。
 LISTNUM list1 \l 3  
柔軟なコンポネントモデル　エンタプライズBean体系は非常に柔軟であり，次に示すコンポネントを実装できる。
－
ステートレスサービスを表すオブジェクト。
－
ステートレスサービスを表し，JMSメッセージの到着によって引き起こされる呼出しが非同期であるオブジェクト。
－
ある特定クライアントとの会話型セションを表すオブジェクト。これらのセションオブジェクトは，複数クライアントに呼出されるメソッドにわたって会話状態を自動的に維持する。
－
複数クライアントで共用できるビジネスオブジェクトを表す実体オブジェクト。
－
粗粒度のビジネスオブジェクトの永続状態を具体化する細粒度の永続オブジェクトを表す実体オブジェクト。
遠隔からアクセス可能なコンポネントであるエンタプライズビーンは，比較的粗粒度のビジネスオブジェクトを意図している（例えば，注文書，従業員記録）。細粒度オブジェクト（例えば，注文書の行項目，従業員の住所）は，遠隔からアクセス可能なエンタプライズビーンコンポネントよりも，局所的にアクセス可能なエンタプライズビーン又はエンタプライズビーンの依存クラスとしてモデル化する方がよい。

エンタプライズJavaBeans体系によって定義される状態管理プロトコルは，単純だが，エンタプライズBean開発者にBeanの状態管理における多大な柔軟性を提供する。

 LISTNUM list1 \l 2  
エンタプライズJavaBeans契約　4.2では，エンタプライズJavaBeans契約の概要について説明する。この契約は，5.以降で詳細に示す。
 LISTNUM list1 \l 3  
セションビーン及び実体ビーンの利用側ビュー契約　利用側ビュー契約は，クライアントとコンテナとの間の契約とする。この利用側ビュー契約は，エンタプライズBeansをコンポネントとして使用するアプリケーションに対して，一様な開発モデルを提供する。この一様なモデルによって，より高水準の開発ツールの使用が可能となり，コンポネントの再利用化がさらに進む。
エンタプライズビーンのクライアントは，同一又は別のコンテナの中に配備された別のエンタプライズビーンであってよく，アプリケーション，アプレット，サーブレットなどの任意のJavaプログラムであってもよい。エンタプライズビーンの利用側ビューは，Javaプログラム言語で記述されていないCORBAクライアントなどの非Javaクライアント環境に割り当てることもできる。
セション又は実体ビーンのクライアントは，遠隔クライアント(remote client)でもよく，局所クライアント(local client)でもよい。
エンタプライズビーン遠隔利用側ビューは，遠隔操作できる，つまり局所プログラム及び遠隔プログラムは，同じ遠隔ビューを使用するエンタプライズビーンにアクセスできる。この遠隔利用側ビューのインタフェースを実装したオブジェクトは，遠隔Javaオブジェクトであり，クライアントから遠隔オブジェクト呼出しの標準Java API経由でアクセス可能とする[3]。
エンタプライズビーンに遠隔利用側ビュー及び局所利用側ビューの両方を提供することもできるが，通常はどちらか一方だけが提供される。
エンタプライズBean提供者及びコンテナ提供者は，エンタプライズビーンの利用側ビューを作成するために協力する。局所利用側ビュー及び遠隔利用側ビューの両方は，次を含む。
－
ホームインタフェース
－
コンポネントインタフェース
－
オブジェクト識別性
遠隔利用側ビューは，さらに次を含む。
－
メタデータインタフェース
－
ハンドル
エンタプライズビーンのホームインタフェースは，実体ビーンのホームビジネスメソッド（ある特定のビーンインスタンスに固有でないビジネスメソッド）と同様に，同じ型のEJBオブジェクト（例えば，それらが同じエンタプライズビーンによって実装されている）を作成し，削除し及び見つけるためにクライアントにメソッドを定義する。ホームインタフェースは，Bean提供者によって指定され，コンテナは，そのホームインタフェースを実装したクラスを作成する。遠隔利用側ビューを提供するエンタプライズビーンは，遠隔ホームインタフェースを提供し，局所利用側ビューを提供するエンタプライズビーンは局所ホームインタフェースを提供する。遠隔ホームインタフェースは，javax.ejb.EJBHomeインタフェースを拡張し，局所ホームインタフェースは，javax.ejb.EJBLocalHomeインタフェースを拡張する。
クライアントは，標準のJava命名ディレクトリインタフェース(Java Naming and Directory Interface，以降JNDI。)APIを通じて，エンタプライズBeanホームインタフェースを配置できる。
EJBオブジェクトは，エンタプライズビーンのコンポネントインタフェース経由でアクセス可能とする。このコンポネントインタフェースは，クライアントが呼び出すことができるビジネスメソッドを定義する。このコンポネントインタフェースは，Bean提供者によって指定され，コンテナはそのコンポネントインタフェースを実装したクラスを作成する。このコンポネントインタフェースは，遠隔インタフェース又は局所インタフェースのどちらかとする。遠隔インタフェースは，javax.ejb.EJBObjectインタフェースを拡張する。javax.ejb.EJBObjectインタフェースは，クライアントがEJBオブジェクトの識別性にアクセスして，そのEJBオブジェクトの永続的なハンドルを作成可能にするための操作を定義する。局所インタフェースは，javax.ejb.EJBLocalObjectインタフェースを拡張する。javax.ejb.EJBLocalObjectインタフェースは，クライアントがEJBオブジェクトの識別性にアクセス可能にするための操作を定義する。
各EJBオブジェクトはホームの中に生存し，そのホームの内部に一意な識別性をもつ。セションビーンについては，コンテナが各セションオブジェクトに新しい一意な識別子を生成することに責任をもつ。この識別子は，クライアントには公開されない。しかし，クライアントは二つのオブジェクト参照が同じセションオブジェクトを参照しているかどうかを検査してもよい。実体ビーンについては，Bean提供者が実体オブジェクト生成時に主キーを提供する責任を持ち(1)，コンテナはその主キーをそのホームの内部の実体オブジェクトを識別するために使用する。クライアントは，実体オブジェクトの主キーをjavax.ejb.EJBObjectインタフェース又はjavax.ejb.EJBLocalObjectインタフェース経由で取得してもよい。このクライアントは，二つのオブジェクト参照が同じ実体オブジェクトを参照しているかどうかを検査してもよい。
注(1)
ある状況下では，主キー型を配備時に規定できる（10.8.3参照）。
遠隔オブジェクトは，エンタプライズビーンのメタデータインタフェースを取得してもよい。このメタデータインタフェースは，一般的にエンタプライズビーンの動的呼出しを実行することが必要なクライアントによって使用される。（エンタプライズ利用側ビューを提供するクラスがそのクライアントプログラムがコンパイルされた時に利用できない場合には，動的呼出しを必要とする。）

メッセージ駆動ビーンは，ホームインタフェース又はコンポネントインタフェースをもたず，そのため4.2.1で意味する利用側ビューをもたない。クライアントは，標準のJNDI APIを使用してメッセージ駆動ビーンに配送されるメッセージを送信するJMS Destinationの位置を見つけられる。

 LISTNUM list1 \l 3  
コンポネント契約　4.2.2は，エンタプライズBeanとそのコンテナとの間の契約を示す。この契約の主な要件は，次のとおりとする。（これは，この規定によって定義される要件の一部にすぎない。）
－
エンタプライズビーンクラスのビジネスメソッドを実装するためのBean提供者への要件。これらのメソッドに対してクライアントメソッド呼出しを委譲するためのコンテナ提供者への要件。
－
メッセージ駆動ビーンに対して，エンタプライズビーンクラスのonMessageメソッドを実装するためのBean提供者の要件。このビーンのサービスを求めるメッセージが到達したときに，このメソッドを呼び出すためのコンテナ提供者の要件。
－
ejbCreate<METHOD>メソッド，ejbPostCreate<METHOD>メソッド及びejbRemoveメソッドを実装し，そのビーンがビーン管理された永続性をもつ実体である場合にejbFind<METHOD>メソッドを実装するためのBean提供者の要件。EJBオブジェクトの作成中，削除中及び検索中に，これらのメソッドを起動するためのコンテナ提供者の要件。
－
エンタプライズビーンが実体ビーン又はセションビーンである場合，そのビーンのホーム及びコンポネントインタフェースを定義するためのBean提供者の要件。これらのインタフェースを実装するクラスを提供するコンテナ提供者の要件。
－
セションに対して，javax.ejb.SessionBeanインタフェース，及び選択可能なjavax.ejb.SessionSynchronizationインタフェースで定義されたコンテナコールバックを実装するためのBean提供者の要件。これらのコールバックを適切なときに起動するコンテナの要件。
－
メッセージ駆動ビーンに対して，javax.ejb.MessageDrivenBeanインタフェースで定義されたコンテナコールバックを実装するためのBean提供者の要件。これらのコールバックを適切な時に起動するコンテナの要件。
－
実体に対して，javax.ejb.EntityBeanインタフェースで定義されたコンテナコールバックを実装するためのBean提供者の要件。これらのコールバックを適切な時に起動するコンテナの要件。
－
コンテナに管理された永続性をもつ実体ビーンに永続性を実装するためのコンテナの要件。
－
コンテナに管理された永続性をもつ実体に対する永続フィールド及び関連性への抽象アクセサメソッドを提供するためのBean提供者の要件。 Bean提供者によって記述された関連性を実装するためのコンテナの要件。
－
コンテナに管理された永続性をもつ実体ビーンの検索メソッド及び選択メソッドに対するEJB QL問合せ文字列を提供するためのBean提供者の要件。 Bean提供者によって提供された問合せ文字列に従って検索メソッド及び選択メソッドを実装するためのコンテナの要件。
－
セションビーンインスタンスにjavax.ejb.SessionContextインタフェースを，実体ビーンインスタンスにjavax.ejb.EntityContextインタフェースを，及びメッセージ駆動ビーンインスタンスにjavax.ejb.MessageDrivenContextインタフェースを提供するためのコンテナ提供者の要件。この文脈インタフェースは，インスタンスがコンテナから情報を取得可能にする。
－
エンタプライズビーンの環境を含むJNDI文脈にビーンインスタンスを提供するためのコンテナの要件。
－
エンタプライズビーンインスタンスのためにトランザクション，セキュリティ，及び例外を管理するためのコンテナの要件。
－
エンタプライズビーンインスタンスのコンテナの実行時管理に干渉するプログラミング業務を避けるためのBean提供者のための要件。
 LISTNUM list1 \l 3  
ejb-jarファイル　ejb-jarファイルは，EJBツールが宣言情報と共にエンタプライズBeansをパッケージ化するために使用する標準フォーマットとする。ejb-jarファイルは，アプリケーション組立て及び配備のツールによって処理されることを意図している。

ejb-jarファイルは，Bean提供者とアプリケーション組立て者との間，及びアプリケーション組立て者と配備者との間で使用される契約とする。
ejb-jar契約は，次を含む。

－
ejb-jarファイルの内容を示すJARファイル明示エントリ。
－
エンタプライズBeans並びにそのホーム及びコンポネントインタフェースのJavaクラスファイル。
－
XML配備記述子。配備記述子は，ejb-jarファイルの中のエンタプライズビーンについての構造情報及びアプリケーション組立て情報の両方を提供する。このアプリケーション組立て情報は選択可能とする（通常は，組み立てられたアプリケーションのejb-jarファイルだけが，この情報を含む。）。
 LISTNUM list1 \l 2  
セション，実体及びメッセージ駆動オブジェクト　エンタプライズJavaBeans体系は，エンタプライズBeansの三つの型を定義する。
－
セションオブジェクト。
－
実体オブジェクト。
－
メッセージ駆動オブジェクト。
 LISTNUM list1 \l 3  
セションオブジェクト　通常のセションオブジェクトは，次の特性をもつ。
－
単一クライアントに代わって実行する。
－
トランザクション対応可能とする。
－
基礎となるデータベースの中の共有データを更新する。
－
データベースの中の共有データにアクセス及び更新してもよいが，そのデータを直接には表現しない。 
－
比較的寿命が短い。
－
EJBコンテナがクラッシュする時に削除される。計算を続行するためには，クライアントは新しいセションオブジェクトを再確立しなければならない。
通常のEJBコンテナは，数多くのセションオブジェクトを並行に実行するために，規模拡大縮小可能な実行環境を提供する。
セションビーンは，ステートフルであることを意図する。EJB規定は，セションビーンの特別な場合としてステートレスセションビーンも定義する。ステートフル（正規）セションビーンとステートレスセションビーンとの間には，APIにわずかな違いがある。
 LISTNUM list1 \l 3  
実体オブジェクト　通常の実体オブジェクトは，次の特性をもつ。
－
データベースの中のデータのオブジェクトビューを提供する。
－
複数の利用者からの共有アクセスを許す。
－
寿命が長い（データベースの中のデータと同じくらい長い寿命をもつ。）。
－
実体，主キー及びその遠隔参照は，EJBコンテナがクラッシュしても生き延びる。コンテナがクラッシュした実体の状態がトランザクションによって更新されていた場合，その実体の状態は最後にコミットされたトランザクションの状態に自動的にリセットされる。このクラッシュは，クライアントにはあまり透過的ではなく，クライアントがクラッシュを経験したコンテナの実体を呼び出す場合，それは例外を受け取ってよい。
通常のEJBコンテナ及びEJBサーバは，並行して活動する数多くの実体オブジェクトに対して，規模拡大縮小可能な実行環境を提供する。
 LISTNUM list1 \l 3  
メッセージ駆動オブジェクト　通常のメッセージ駆動オブジェクトは，次の特性をもつ。
－
単一のクライアントメッセージの受信を実行する。
－
非同期に起動される。
－
トランザクション対応可能とする。
－
基礎となるデータベース中の共有データを更新してよい。
－
データベースの中の共有データにアクセス及び更新してもよいが，そのデータを直接には表現しない。 
－
比較的寿命が短い。
－
ステートレスとする。
－
EJBコンテナがクラッシュする時に削除される。計算を続行するためには，クライアントは新しいメッセージ駆動オブジェクトを再確立しなければならない。
通常のEJBコンテナは，数多くのメッセージ駆動オブジェクトを並行に実行するために，規模拡大縮小可能な実行環境を提供する。
 LISTNUM list1 \l 2  
CORBAプロトコルの標準マッピング　複数の製造元からのシステムを含むEJB環境の相互運用性を確保するために，EJB 2.0規定は，セションBeans及び実体BeansのJ2EEクライアントからの遠隔ホーム及び遠隔インタフェース経由の遠隔呼出しに対して，CORBA/IIOPを基にしたプロトコルの使用に適合した実装を要求する。実装は，IIOP以外に他の遠隔呼出しプロトコルを支持してもよい。
 LISTNUM list1 \l 1  
局所利用側ビュー及び遠隔利用側ビュー　5.は，エンタプライズビーンを提供する利用側ビューを決定する点でビーン提供者の考慮すべきことを規定する。
 LISTNUM list1 \l 2  
概要　セションオブジェクトは，クライアントのために，サーバ上で動作しているある業務手続きを実装する非永続性のオブジェクトとする。実体ビーンは，データベースなどの永続的記憶装置において，記録されているいくつかの実体のオブジェクト指向のビューを表すコンポネント又は現存するエンタプライズアプリケーションによって実装される実体とする。
クライアントは，ビーンのホーム及びコンポネントインタフェースを通じて，セションビーン又は実体ビーンにアクセスする。ビーンのホーム及びコンポネントインタフェースは，利用側ビューを提供する。コンテナは，エンタプライズビーンのホーム及びコンポネントインタフェースを実装するクラスを提供する。配備されたエンタプライズビーンの利用側ビューは，コンテナによって実装されたクラスによって提供されるが，コンテナそれ自身は，クライントに対して透過的とする。
セションビーン又は実体ビーンのクライアントは，クライアントが利用するエンタプライズビーンの利用側ビューインタフェースが遠隔か又は局所かによって，遠隔クライアント又は局所クライアントとなる。遠隔クライアントと局所クライアントとの違いは，6.以降で示す。

 LISTNUM list1 \l 1  
セションビーンの利用側ビュー　6.は，セションビーンの利用側ビューを示す。セションビーンそのものは，ビジネスロジックを実装する。セションビーンのコンテナは，遠隔アクセス，セキュリティ，並行性処理，トランザクション処理などの機能を提供する。

コンテナによって実装されるクラスは，セションビーンの利用側ビューを示すが，コンテナ自体は，クライアントに透過的とする。
 LISTNUM list1 \l 2  
概要　クライントにとっては，セションオブジェクトは，サーバ上で動作しているある業務手続きを実装する非永続オブジェクトとなる。セションオブジェクトは，サーバ上で動くクライアントプログラムの論理的拡張とも考えられる。セションオブジェクトは，複数クライアントで共有されない。

クライアントは，セションビーンのコンポネントインタフェースを介してセションオブジェクトにアクセスする。セションビーンは，遠隔インタフェース及び/又は局所インタフェースを提供してもよい。

遠隔インタフェースを実装するJavaオブジェクトは，セションEJBObject と呼ばれる。セション.EJBObjectは，遠隔オブジェクト呼出し[3]のための標準Java APIを介してクライアントからアクセス可能な遠隔Javaオブジェクトとする。

局所インタフェースを実装するJavaオブジェクトは，セションEJBLocalObjectと呼ばれる。セションEJBLocalObjectは，遠隔アクセスできない。

セションビーンの遠隔クライアントは，同じか又は異なるコンテナで配備された別のエンタプライズビーンであっても，アプリケーション，アプレット又はサーブレットといった，任意のJavaプログラムであってもよい。セションビーンの利用側ビューは，Javaプログラム言語で書かれていないCORBAクライアントなどの，非Javaクライアント環境にマップできる。

セションビーンの遠隔利用側ビューは，位置独立とする。セションオブジェクトと同じJVMで動作するクライアントは，同じ又は異なる機械上の異なるJVMで動作するクライアントと同じAPIを使う。

セションビーンの局所クライアントは，局所Javaインタフェースを介してセションビーンにアクセスする。これは，局所クライアントとセションとが並置されることを想定する。局所クライントビューは，位置独立でない。遠隔利用側ビュー及び局所利用側ビューの両方が提供可能であるが，典型的なセションビーンは，いずれかを用い，両方とも用いることはない。

局所利用側ビュー又は遠隔利用側ビューのどちらをセションビーンのために使用するか決定するために考慮しなければならないことは，5.“局所利用側ビュー及び遠隔利用側ビュー”で示す。

セションオブジェクトは，生成から破壊までコンテナ内にいる。コンテナは，セションオブジェクトのために，セキュリティ，並行処理，トランザクション処理，2次記憶へのスワッピング及び他のサービスをクライアントに透過的に提供する。

各セションオブジェクトの識別性は，高度なコンテナ実装なら，遠隔クライアントへのコンテナ及びサーバの機能停止を隠すことができるが，一般的に，コンテナの機能停止又は再起動を越えて生き延びない。

複数のエンタプライズビーンを，一つのコンテナに取り付けられる。コンテナは，クライアントが，JNDIによって取り付けられたエンタプライズビーンのホームインタフェースを調べることを可能にする。セションビーンのホームインタフェースは，特定セションビーンのセションオブジェクトを生成及び削除する方法を提供する。

セションオブジェクトの利用側ビューは，セションビーン及びコンテナの実装から独立している。

 LISTNUM list1 \l 1  
セションビーンコンポネント契約　7.は，セションビーンとそのコンテナとの間の契約を規定する。それは，セションビーンインスタンスのライフサイクルを定義する。

7.は，セションビーン状態管理の開発者側ビュー及びセションビーン状態を管理するためのコンテナの責任を定義する。
 LISTNUM list1 \l 2  
概要　セションビーンインスタンスは，セションビーンクラスのインスタンスとする。それは，セションオブジェクトの状態を保持する。
定義から，セションビーンインスタンスは，それを作るクライアントの拡張とする。その拡張を次に示す。

－
そのフィールドは，セションオブジェクトのクライアントに代わって会話状態を保持する。この会話状態は，特定のクライアント/セションオブジェクト対で表された会話を示す。
－
それは，クライアントに代わってデータベースにおけるデータを読み込み更新を行うのが典型的である。トランザクション内では，このデータの一部がインスタンスの中にキャッシュされてよい。
－
その生存時間は，クライアントによって管理される。
備考
コンテナは，配備者が指定したタイムアウト，又はビーンインスタンスが実行しているサーバの故障の結果，セションビーンインスタンスの生存を終了させてよい。したがって，クライアントは，使っているセションオブジェクトを失ったら，新しいセションオブジェクトを作り直すよう準備することが望ましい。
セションオブジェクトの会話状態は，データベースに書き込まれないのが典型的である。セションビーン開発者は，それをセションビーンインスタンスのフィールドに単純に記録して，インスタンスの生存時間には，その値が保持されると仮定する。

一方，セションビーンでは，キャッシュされたデータベースデータを明示的に処理しなければならない。セションビーンインスタンスは，トランザクション完了前に，あらゆるキャッシュされたデータベース更新を書き出さなくてはならない さらに，次のトランザクションの開始時に，あらゆる古い可能性があるデータベースデータのコピーを新しくしなければならない。コンテナ管理関係及びコンテナ管理コレクション反復子を表現するコレクションオブジェクトへの参照をキャッシュしているセションビーンは，次のトランザクションの開始時にこの古い状態を新しくしなければならない。

 LISTNUM list1 \l 1  
セションシナリオの例　8.は，セションビーンの開発及び配備シナリオの例を示す．このシナリオを使って，ビーン提供者及びコンテナ提供者の責任を説明する。

このシナリオにおいてコンテナ提供者のツールによって生成されたクラスは，参考とする。ビーン提供者及び利用者側プログラマの観点から等価な効果を達成する限りは，コンテナ提供者は，セションビーンとそのコンテナとの契約を違ったやり方で自由に実装してよい。

 LISTNUM list1 \l 1  
実体の利用側ビュー　9.は，実体ビーンの利用側ビューを示す。これは，実際は，実体ビーンが配備されるコンテナによって達成される契約とする。エンタプライズビーンそのものからは，ビジネスメソッドだけが供給される。

配備された実体ビーンの利用側ビューは，コンテナによって実装されるクラスによって提供されるが，コンテナ自体はクライアントに透過的とする。
 LISTNUM list1 \l 2  
概要　クライアントにとっては，実体ビーンは，データベースなどの永続的記憶装置に蓄えられた実体，又は現存するエンタプライズアプリケーションによって実装される実体のオブジェクト指向のビューを表すコンポネントとする。
実体ビーンのクライアントは，遠隔クライアントでもよく，局所クライアントであってもよい。
9.1は，クライアントが遠隔クライアントか局所クライアントかどうかに依存しない実体ビーン利用側ビューの概要を示す。遠隔クライアントと局所クライアントとの違いは，9.2～9.13で示す。

実体オブジェクトは，生成から破壊までコンテナ内にいる。コンテナは，コンテナ内に生存している実体オブジェクトのために，セキュリティ，並行処理，トランザクション処理，永続性及びその他のサービスをクライアントに透過的に提供する。コンテナは，クライアントに透過的とする。クライアントが，コンテナを操作できるAPIはない。

複数のクライアントが，実体オブジェクトに並行アクセスできる。実体ビーンが適切に配備されたコンテナは，トランザクションを使う実体オブジェクトの状態へのアクセスを同期させる。
実体ビーンが適切に配置されるコンテナは，トランザクションを使う実体オブジェクトの状態へのアクセスに同期する。

それぞれの実体オブジェクトは，一般に，実体オブジェクトが作られたコンテナの機能停止及び再起動を生き延びる識別性をもつ。オブジェクト識別性は，エンタプライズビーンクラスの協力によってコンテナで実装される。

複数のエンタプライズビーンが，コンテナに配備できる。コンテナに配備された各実体ビーンのために，コンテナは，実体ビーンのためのホームインタフェースを実装するクラスを提供する。このインタフェースは，クライアントが，特定の実体ビーンオブジェクトに縛られないホームビジネスメソッドを実行することを許すだけでなく，エンタプライズビーンのホーム内で，実体ビーンを生成，検索及び削除することを許す。クライアントは，JNDIを介して実体ビーンのホームインタフェースを参照できる。JNDI名前空間で実体ビーンのホームインタフェースを利用可能にするのは，コンテナの責任とする。

実体ビーンの利用側ビューは，実体ビーン及びそのコンテナの実装から独立している。これは，クライアントアプリケーションが実体ビーンが配備されるであろうすべてのコンテナ実装間で可搬なことを保証する。

 LISTNUM list1 \l 1  
コンテナ管理永続性のための実体ビーンコンポネント契約　コンテナ管理永続性のための実体ビーンコンポネント契約は，実体ビーンとそのコンテナとの間の契約とする。これは，実体ビーンインスタンスのライフサイクル，クライアントによって呼び出されたビジネスメソッドのメソッド委譲のモデル，並びに実体ビーンの永続性状態及び関係の管理のためのモデルを定義する。この契約の主目的は，コンテナ管理永続性を用いる実体ビーンコンポネントが，すべての適合EJBコンテナにおいて可搬なことを保証することにある。

10.は，エンタプライズBean提供者のこの契約のビューを定義する。さらに，エンタプライズビーンインスタンスのライフサイクル並びにその永続性状態及び関係を管理するためのコンテナ提供者の責任を定義する。

 LISTNUM list1 \l 2  
概要　コンテナで管理される永続性のための体系に従って，Bean提供者は，アプリケーションのための実体ビーンの集合を開発し，それらの関係を決定する。ビーン提供者は，コンテナで管理されるフィールド及びデータベース関連性を定義する，各実体ビーンのための抽象永続性スキーマを設計し，アクセスするためのメソッドを決定する。実体ビーンインスタンスは，コンテナ管理フィールド及び関連性に，抽象永続性スキーマのために定義されたメソッドを使って，実行時にアクセスする。

抽象永続性スキーマは，ビーン提供者によって作成される配備記述子において規定される。配備担当者は，コンテナ提供者のツールを使って，抽象永続性スキーマによって定義された永続性フィールド及び関連性がどのようにデータベース又は他の永続性記憶内容に対応付けされるかを決定し，コンテナが実行時に実体ビーンインスタンスの永続性フィールド及び関連性を管理できるために必要な追加クラス及びインタフェースを生成する。

10.は，コンテナ管理永続性をもつ実体ビーンのためのコンポネント契約を記述し，永続性記憶内容において，実体ビーンインスタンスとその表現との間でデータ独立性がどのように保持されるかを示す。これは，契約を実体ビーン提供者及びコンテナの両方に対する観点から示す。

備考
コンテナ管理永続性のためのコンポネント契約は，EJB2.0規定においてかなり変更された。コンテナ管理永続性のためにEJB1.1コンポネント契約を用いる実体ビーンは，EJB2.0コンテナにおいても支持されねばならない。しかし，これらの契約は別々であり，ビーン提供者は，どちらかを選ばねばならない。コンテナ管理永続性のためのEJB1.1実体ビーンコンポネント契約は，14.“コンテナ管理永続性のためのEJB1.1コンポネント契約”で定義する。

 LISTNUM list1 \l 1  
EJB QL　Enterprise JavaBeans問合せ言語，EJB QLは，コンテナ管理永続性をもつ実体ビーンのための問合せを定義するのに使われる。EJB QLは，Bean提供者が可搬的に問合せメソッドの意味を規定することを可能にする。

 LISTNUM list1 \l 2  
概要　EJB QLは，コンテナ管理永続性をもつ実体ビーンのfinderメソッド及びselectメソッドのための問合せ指定言語とする。EJB QLは，SQLなどのデータベース及び他の永続性ストアの目標言語にコンパイルされる。これは，永続性記憶が提供するJava環境を通さない言語機能に，問合せ実行を任せることを可能にする。問合せが実体ビーンの状態の実行時表現で実行されなくてもよい。結果として，問合せメソッドが可搬なだけでなく最適化できる。

Enterprise JavaBeans問合せ言語は，データモデルとして実体ビーンのお互いの関係も含めた抽象永続性スキーマを用いる。このデータモデルに基づいて演算子及び式を定義する。

Bean提供者は，EJB QLを用いて配備記述子で定義された関係及び抽象永続性スキーマに基づいた問合せを書く。EJB QLは，関連実体ビーンのcmpフィールド及びcmrフィールドに基づいたナビゲーション及び選択に依存する。Bean提供者は，EJB QL問合せのcmrフィールドの名前を用いて，ある実体ビーンから他の実体ビーンにナビゲートできる。

EJB QLは，Bean提供者が問合せの中で実体ビーンの抽象スキーマ型を使うことを，そのビーンの抽象永続性スキーマが同じ配備記述子の中で問合せとして定義されている場合に許可する。

EJB QLは，実体ビーンの抽象スキーマ型に基づいているので，EJB QL問合せを，実体ビーンが配備される前に構文解析し検定できる。

EJB QL問合せは，次の二つの異なる方式で用いられる。

－
ホームインタフェースとして定義されたfinderメソッドによって実体オブジェクトを選択するための問合せとして使う。finderメソッドは，EJB QL問合せの結果を実体ビーンのクライアントが使うことを許す。
－
実体ビーンクラス上で定義されたselectメソッドによって，実体ビーンの抽象スキーマ型から導出された実体オブジェクト又は他の値を選択するための問合せとして使う。selectメソッドは，Bean提供者が，クライアントに結果を見せずにEJB QLを使って実体ビーンの状態に関連したオブジェクト又は値を見つけることを許す。
EJB QL問合せは，SELECT節及びFROM節を含む文字列とする。WHERE節を含んでもよい。

 LISTNUM list1 \l 1  
ビーン管理永続性のための実体ビーンコンポネント契約　ビーン管理永続性のための実体ビーンコンポネント契約は，実体ビーンとそのコンテナとの間の契約とする。これは，実体ビーンインスタンスのライフサイクル及びクライアントが呼び出したビジネスメソッドのメソッド委譲のためのモデルを定義する。この契約の主目的は，ビーン管理永続性を用いるコンポネントがすべての適合EJBコンテナに可搬となることとする。

12.は，この契約のエンタプライズBean提供者ビュー及びエンタプライズビーンインスタンスのライフサイクルを管理するためのコンテナ提供者の責任を定義する。12.は，永続性がBean提供者によって提供される場合のBean提供者の責任も示す。

 LISTNUM list1 \l 2  
ビーン管理実体永続性の概要　実体ビーンは，基本的なデータベースに蓄えられた実体又は既存のエンタプライズアプリケーション（例えば，メインフレームプログラム又はERPアプリケーション）によって実装された実体のオブジェクトビューを実装する。実体ビーンインスタンス及び基本的なデータベースの間での実体の状態を転送するためのデータアクセスプロトコルは，オブジェクト永続性として参照される。

ビーン管理永続性のための実体ビーンコンポネントプロトコルは，実体Bean提供者に実体ビーンの永続性を直接実体ビーンクラスに実装するか，実体ビーンクラスが提供する一つ以上のヘルパークラスに実装するかを許す。12.は，ビーン管理永続性のための契約を示す。実体ビーン提供者が，実体ビーンの永続性をコンテナ提供者に委譲することを許す，コンテナ管理永続性は，10.で示す。

多くの場合，基本的なデータ源は，データベースというよりは既存のアプリケーションとなる。

 LISTNUM list1 \l 1  
ビーン管理永続性実体シナリオの例　13.は，遠隔利用側ビューを提供するビーン管理永続性を用いた実体ビーンのための開発及び配備シナリオの例を示す。このシナリオを使って，実体Bean提供者及びコンテナ提供者の責任を説明する。

 LISTNUM list1 \l 1  
コンテナで管理される永続性のためのEJB1.1実体ビーンコンポネント契約　14.は，コンテナ管理永続性のためのEJB1.1実体ビーンコンポネント契約を規定する。

備考
この契約の実装によって，コンテナ管理永続性をもつEJB1.1実体ビーンのために後方適合性を支援することを，コンテナ提供者に対して要求するが，ビーン提供者には，新しい実体ビーンの開発のために10.で規定されたコンテナ管理永続性のための実体ビーンコンポネント契約を用いることを，それが提供するより完全な機能性のために強く推薦する。

 LISTNUM list1 \l 1  
メッセージ駆動ビーンコンポネント契約　15.は，メッセージ駆動ビーンとそのコンテナとの間の契約を規定する。これは，メッセージ駆動ビーンインスタンスのライフサイクルを定義する。

15.は，メッセージ駆動ビーン状態管理の開発者のビュー及びそれを管理するコンテナの責任を定義する。

 LISTNUM list1 \l 2  
概要　メッセージ駆動ビーンは，非同期メッセージの消費者とする。メッセージ駆動ビーンは，JMSメッセージの到着の結果としてコンテナによって呼び出される。メッセージ駆動ビーンは，ホームインタフェースもコンポネントインタフェースももたない。

クライアントにとっては，メッセージ駆動ビーンは，サーバ上で駆動するビジネス手続きを実装するJMSメッセージ消費者とする。クライアントは，メッセージをJMS終点（Queue又はTopic）に送ることで，JMSによってメッセージ駆動ビーンにアクセスする。このメッセージ駆動ビーンクラスは，MessageListenerとする。

メッセージ駆動ビーンインスタンスは，会話的状態をもたない。これは，クライアントメッセージに含まれない場合には，すべてのビーンインスタンスが等価となることを意味する。

メッセージ駆動ビーンは，匿名とする。クライアントから見える識別性をもたない。

メッセージ駆動ビーンインスタンスは，メッセージ駆動ビーンを消費者とするメッセージ処理を扱うコンテナによって生成される。生存時間は，コンテナによって制御される。

メッセージ駆動ビーンインスタンスは，特定のクライアントのための状態をもたない。しかし，メッセージ駆動ビーンのインスタンスは，複数のクライアントメッセージの処理にまたがって状態を含むことができる。それらの状態の例には，オープンデータベース接続及びEJBオブジェクトへのオブジェクト参照を含む。

 LISTNUM list1 \l 1  
メッセージ駆動ビーンシナリオの例　16.は，メッセージ駆動ビーンの開発及び配備シナリオ例を示す。このシナリオをビーン提供者及びコンテナ提供者の責任の説明に用いる。

このシナリオにおいてコンテナ提供者のツールによって生成されたクラスは，処方というよりは説明と考えることが望ましい。コンテナ提供者は，メッセージ駆動ビーンとそのコンテナとの間の契約を（ビーン提供者及びクライアント側プログラマから見て）同等の効果がある限り自由に異なる方法で実装してよい。

 LISTNUM list1 \l 1  
トランザクションへの支援　エンタプライズJavaBeans体系の主要機能の一つに，分散トランザクションの支援がある。エンタプライズJavaBeans体系は，複数サイトにまたがって分散している複数データベースにおいて，アプリケーション開発者が原子的単位としてデータを更新するアプリケーションを書くことを許す。サイトでは異なる製造元によるEJBサーバを使っている可能性がある。

 LISTNUM list1 \l 2  
概要　17.1は，トランザクションの手短かな概観を与え，EJBにおける多くのトランザクションシナリオを説明する。

 LISTNUM list1 \l 3  
トランザクション　トランザクションは，アプリケーションプログラミングを単純化する証明済みの技法とする。トランザクションは，アプリケーションプログラマを障害回復及び複数利用者プログラミングの複雑な問題の処置から解放する。アプリケーションプログラマは，トランザクションを使うときに，アプリケーションの作業をトランザクションと呼ばれる単位に分割する。トランザクションシステムは，作業単位が完全に完了するか，又は完全にロールバックするかのどちらかであることを保証する。さらに，トランザクションは，プログラマがアプリケーションをあたかもそれが作業単位を逐次的に実行する環境で実行されるかのように設計することを可能にする。

トランザクションの支援は，エンタプライズJavaBeans体系の本質的な要素とする。エンタプライズBean提供者及びクライアントアプリケーションプログラマは，分散トランザクションの複雑さを心配しなくてよい。Bean提供者は，エンタプライズビーンコードにおいてプログラム的なトランザクションの境界決め（このスタイルは，ビーン管理トランザクション境界決めと呼ばれる。）か，EJBコンテナによって自動的に行われる宣言的トランザクション境界決め（このスタイルは，コンテナ管理トランザクション境界決めと呼ばれる。）かのどちらを使うかを選択してよい。

ビーン管理トランザクション境界決めでは，エンタプライズビーンコードがjavax.transaction.UserTransactionインタフェースを用いてトランザクションの境界を決める。UserTransaction.begin呼出しとUserTransaction.commit呼出しとの間のすべての資源マネージャ(2)アクセスは，トランザクションの一部となる。

注(2)
資源及び資源マネージャという用語は，エンタプライズビーンの配備記述子においてresource-ref要素を用いて宣言された資源に言及する箇所で用いられる。この用語は，データベース資源を含むだけではなくJMS接続も含む。これらの資源は，コンテナで“管理されて”いると考えられる。

コンテナ管理トランザクション境界決めでは，配備記述子の中のアプリケーション組立て者によって供給される命令ごとにコンテナが境界決めを行う。トランザクション属性と呼ばれるこれらの命令は，コンテナに対して，クライアントトランザクションの中にあるエンタプライズビーンメソッドによって実行された作業を含める必要があるか，コンテナによって開始された新しいトランザクションの中のエンタプライズビーンメソッドを走らせる必要があるか，又は“トランザクションなし”でメソッドを走らせなければならないかを通知する。（“トランザクションなし”の場合の規定については，17.6.5を参照。）

エンタプライズビーンがビーン管理トランザクション境界決めを使おうがコンテナ管理トランザクション境界決めを使おうが，いずれにしても，トランザクション管理の実装負担は，ビーン提供者及びサーバ提供者に課せられる。EJBコンテナ及びサーバは，トランザクションマネージャとデータベースシステム又はJMS提供者との間の2相コミットプロトコル，トランザクション文脈伝播，及び分散2相コミットなどの必要な低水準のトランザクションプロトコルを実装する。

多くのアプリケーションは，すべてが単一の資源マネージャ（典型例は，関係データベース管理システム。）を使う一つ以上のエンタプライズビーンから構成される。EJBコンテナは，資源マネージャ局所トランザクションを分散トランザクションが必要でないエンタプライズビーンのための最適化技法として活用できる。資源マネージャ局所トランザクションは，外部トランザクションマネージャによる制御も調整も含まない。コンテナのエンタプライズビーンのための最適化技法としてのコンテナ管理トランザクション境界決め又はビーン管理トランザクション境界決めを備えた局所トランザクションの活用は，エンタプライズビーンには見えない。コンテナ最適化戦略としての資源マネージャ局所トランザクションの利用についての規定は，[9]及び[12]を参照。

 LISTNUM list1 \l 3  
トランザクションモデル　エンタプライズJavaBeans体系は，平坦なトランザクションを支援する。平坦なトランザクションは，子供（入れ子）トランザクションをもつことができない。

備考
入れ子トランザクションを支援しないという決定は，既存トランザクション処理及びデータベース管理システムの製造元がエンタプライズJavaBeansのための支持を組み込むことを可能にする。エンタプライズJavaBeansは，入れ子トランザクションを活用するよう強化されてもよい。

 LISTNUM list1 \l 3  
JTA及びJTSの関係　JavaトランザクションAPI[5]は，トランザクションマネージャと，分散トランザクションシステムに含まれるアプリケーションプログラム，資源マネージャ，アプリケーションサーバなどの他との間のインタフェースの規定とする。

Javaトランザクションサービス（JTS）[6]APIは，CORBAオブジェクトトランザクションサービス（OTS）1.1規定のJavaバインディングとする。JTSは，サーバ間のトランザクション伝播に標準IIOPプロトコルを使ってトランザクション相互運用性を提供する。JTS APIは，エンタプライズミドルウェアのためにトランザクション基盤を実装する製造元のために意図されている。例えば，EJBサーバ製造元は，JTS実装を基盤トランザクションマネージャとして使ってよい。

EJB体系は，JTSインタフェースを支援するためにEJBコンテナを必要とはしない。EJB体系は， EJBコンテナが[5]で定義されたJTS API及び[12]で定義されたコネクタAPIを支援することを必要とする。

 LISTNUM list1 \l 1  
例外処理　

 LISTNUM list1 \l 2  
概要及び概念　

 LISTNUM list1 \l 3  
アプリケーション例外　アプリケーション例外は，エンタプライズBeanのホーム及びコンポネントインタフェースメソッドのthrows節で定義された例外で，java.rmi.RemoteException以外のものとする。

エンタプライズビーンビジネスメソッドは，アプリケーション例外を用いて，ビジネスメソッドへの入力引数の受理不能な値などの異常なアプリケーションレベルの状態をクライアントに通知する。クライアントは通常，アプリケーション例外から回復できる。アプリケーション例外は，システムレベル問題を報告することを意図したものではない。

例えば，エンタプライズビーンAccountは，残高が十分でないために引き出し操作ができないと報告するアプリケーション例外を投げてよい。例えば，ビーンAccountが，データベース接続を得られないという障害を報告するのにアプリケーション例外を使うことは望ましくない。

javax.ejb.CreateException，javax.ejb.RemoveException，javax.ejb.FinderException及びこれらの下位クラスは，アプリケーション例外とみなされる。これらの例外は，create，remove及びfinderメソッド（10.5.8及び12.1.8を参照。）からクライアントにエラーを報告するための標準的なアプリケーション例外として使われる。これらの例外は，18．で定義されるアプリケーション例外についての規則で扱われる。

 LISTNUM list1 \l 3  
例外処理の目的　例外処理のEJB規定は，次の三つの高水準目標を満足するよう設計されている。

· エンタプライズビーンインスタンスによって投げられるアプリケーション例外は，クライアントに適切に報告されることが望ましい。（すなわち，クライアントは同じ例外を得る。）
· エンタプライズビーンインスタンスによって投げられるアプリケーション例外は，自動的にクライアントのトランザクションをロールバックしてはならない。クライアントは通常，アプリケーション例外からトランザクションを回復する機会を与えられる。
· インスタンスの状態変数及び/又は基盤永続データを矛盾した状態に放置しかねない予期しない例外は，安全に取り扱える。

 LISTNUM list1 \l 1  
分散及び相互運用性の支援　19.は，ネットワーク上に分散したクライアントからエンタプライズビーンをアクセスするための支援，及びJava 2プラットフォームエンタプライズ版（J2EE）コンポネントであるクライアントからのエンタプライズビーン呼出しのためのJava 2相互運用性要件を示す。

 LISTNUM list1 \l 1  
エンタプライズビーン環境　20.は，エンタプライズビーン環境にアクセスするためのインタフェースを規定する。

 LISTNUM list1 \l 2  
概要　アプリケーションの組立て者及び配備担当者は，エンタプライズビーンのソースコードにアクセスせずに，エンタプライズビーンのビジネスロジックをカスタマイズ可能とすることが望ましい。

ISVは通常，アプリケーションが配備される運用上の環境からかなり独立したエンタプライズビーンを開発する。ほとんどのエンタプライズビーンは資源マネージャ及び外部情報にアクセスしなければならない。外部情報が目標の運用環境でどのように名前付けされ，構成されているかという事前の知識なしに，エンタプライズビーンがどのように外部情報を見つけられるかが重要な問題となる。

エンタプライズビーン環境の機構は，これらの問題の両方に対処することを意図する。

20.は，次のように構成されている。

－
20.2は，エンタプライズビーンの環境を規定し，アクセスするインタフェースを定義する。20.2は，エンタプライズビーンのビジネスロジックの汎用的なカスタマイズのためのエンタプライズビーンの環境の利用を例証する。

－
20.3は，EJB参照を利用して，別のエンタプライズビーンのホームインタフェースを得るためのインタフェースを定義する。EJB参照は，エンタプライズビーンの環境中の特別な参照とする。

－
20.4は，資源マネージャ接続ファクトリ参照を利用して，資源マネージャ接続ファクトリを得るためのインタフェースを定義する。資源マネージャ接続ファクトリ参照は，エンタプライズビーンの環境中の特別な参照とする。

－
20.5は，資源環境参照を使用して，資源（例えば，JMS宛先）に関係した管理されたオブジェクトを得るためのインタフェースを定義する。資源環境参照は，エンタプライズビーンの環境中の特別な参照とする。

 LISTNUM list1 \l 1  
セキュリティ管理　21.は，セキュリティ管理のEJB支援を定義する。

 LISTNUM list1 \l 2  
概要　EJB体系の中でセキュリティ管理のために，次の目標を設定する。

－
より限定されたEJB役割を用いて，より広い範囲を扱えるようにすることによって，アプリケーションを安全なものにするためのアプリケーション開発者（つまり，ビーン提供者）の負担を減少させる。EJBコンテナ提供者は，セキュリティ基盤の実装を提供する。すなわち，配備担当者及びシステム管理者は，セキュリティ方針を定義する。

－
開発時にBean提供者によってコード化するのではなくて，アプリケーション組立て者又は配備担当者によってセキュリティ方針が設定可能にする。

－
エンタプライズビーンアプリケーションが，異なるセキュリティ機構を使用する複数のEJBサーバを横断して移動できるようにする。

EJB体系は，ビジネスメソッドの中にセキュリティ方針及びセキュリティ機構をハードコード化せずに，エンタプライズビーンクラスを実装するようにBean提供者を奨励する。ほとんどの場合，エンタプライズビーンのビジネスメソッドは，セキュリティに関連するロジックを含まないことが望ましい。これは，エンタプライズの運用上の環境に最も適切な方法で，配備担当者がアプリケーションのためのセキュリティ方針を構成することを可能にする。

配備担当者のタスクをより容易にするために，アプリケーション組立て者（それは，Bean提供者と同じ集団であり得る）は，1個以上のエンタプライズビーンから構成されたアプリケーションのためのセキュリティ役割を定義してよい。セキュリティ役割は，アプリケーションをちゃんと利用するために，特定の型のアプリケーション利用者が保持しなければならない許可の意味的なグループ化とする。アプリケーション組立て者は，各セキュリティ役割のメソッド許可を（配備記述子の中で宣言的に）定義できる。メソッド許可は，エンタプライズビーンのホーム及びコンポネントインタフェースのメソッドの指定されたグループを起動する許可とする。アプリケーション組立て者によって定義されたセキュリティ役割は，エンタプライズビーンアプリケーションの単純化されたセキュリティビューを配備担当者に提示する。アプリケーションのセキュリティ要件に対する配備担当者のビューは，個別メソッドの大集合ではなくて，セキュリティ役割の小集合とする。

メソッド呼出しが実行されるときのセキュリティ責任者は，通常は，そのコンポネントの呼出し側とする。しかし，見なし実行識別性を指定することによって，ビーンのホーム及びコンポネントインタフェースのメソッド並びにビーンが呼んでもよい他のエンタプライズビーンのメソッドの実行のために，異なる責任者を代わりに指定することができる。アプリケーション組立て者は，ビーンのメソッドの実行のために，呼出し側のセキュリティ識別性か，見なし実行セキュリティ識別性かのどちらを使用するかを配備担当者記述子において指定する。21.3.4を参照。

アプリケーション組立て者は，エンタプライズビーン呼出しの呼出し側の責任者管理の要件を，security-identiy配備記述子要素及びその記述の一部として指定することが望ましい。security-identiy要素の値としてuser-caller-identityが指定された場合には，呼出し側責任者は，呼出し側から呼び出された側へと伝達される。（すなわち，呼び出されるエンタプライズビーンは，呼出しエンタプライズビーンと同じEJBContext.getCallerPrincipal()の返却値を見る。）run-as要素が指定された場合には，指定されたセキュリティ役割に割り当てられたセキュリティ責任者が，ビーンのメソッドの実行のために使用され，呼び出された側での呼出し側責任者として見える。

配備担当者は，目標の運用環境において定義される責任者又は責任者グループを，アプリケーション組立て者によってエンタプライズビーンのために配備担当者記述子において定義されたセキュリティ役割に割当てる責任を負う。配備担当者は，アプリケーション組立て者によって指定された見なし実行識別性に対して，責任者を割り当てる責任も負う。配備担当者は，さらに，エンタプライズビーン間呼出しのための責任者対応付け及び資源マネージャアクセスのための責任者対応付けなどのエンタプライズビーンのセキュリティ管理の他の側面を構成する責任も負う。

実行時にクライアントは，次の場合に限り，ビジネスメソッドを起動することを許される。すなわち，クライアント呼出しに関連した責任者が，配備担当者によって，ビジネスメソッドの起動を許された少なくとも一つのセキュリティ役割をもつよう割当てられた場合，又はアプリケーション組立て者が，そのメソッドについてはセキュリティ認証をチェックしないと指定した場合とする。21.3.2を参照。

コンテナ提供者は，実行時にセキュリティ方針を執行し，実行時にセキュリティを管理するためのツールを提供し，配備中にセキュリティを管理するため配備担当者が使うツールを提供する責任を負う。

すべてのセキュリティ方針を宣言的に表現できるとは限らないので，EJB体系は，ビジネスメソッドからセキュリティ文脈にアクセスするためにBean提供者が使用してもよい単純なプログラム的なインタフェースを提供する。

21.2～21.7は，セキュリティ管理に関する個々のEJB役割の責任を定義する。

 LISTNUM list1 \l 1  
配備記述子　22.は，ejb-jarファイルの一部である配備記述子を定義する。22.1は，配備記述子の概要を与える。22.2～22.4は，配備記述子の情報を，その情報を提供する責任をもつEJB役割の観点から示す。22.5は，配備記述子のXML DTDを定義する。
 LISTNUM list1 \l 2  
概要　配備記述子は，ejb-jarファイル作成者と消費者との間の契約の一部とする。 この契約は，エンタブライズビーンの譲渡に関し，ビーン提供者からアプリケーション組立て者への譲渡及びアプリケーション組立て者から配備担当者への譲渡の二つを扱う。

ビーン提供者によって作り出された ejb-jarファイルは，一つ以上のエンタプライズビーンを含み，典型的にはアプリケーション組立て指示を含んでいない。 アプリケーション組立て者によって作り出された ejb-jarファイルは，一つ以上のエンタプライズビーンに加えて，エンタプライズビーンが一つのアプリケーション配備単位の中にどのように組み合わされるかを示すアプリケーション組立て情報を含んでいる。

J2EE規定は，多数のejb-jarファイルに含まれるエンタプライズビーン及び他のアプリケーションコンポネントがどのようにアプリケーションに組み立てられることができるかを定義する。

配備記述子の役割は，ejb-jarファイルの消費者を対象とした宣言的情報（すなわち，直接エンタプライズビーンのコードに含められない情報）を記録することとする。

配備記述子には，次の二つの基本的な種類の情報がある。

－
エンタプライズビーン構造の情報。構造情報は，エンタプライズビーンの構造を記述し，エンタプライズビーンの外部依存性を明らかにする。 配備記述子の中で構造情報を提供することは，ejb-jarファイル製作者に対して必須とする。構造的な情報を変えることは，そのエンタプライズビーンの機能を壊すことになるため，一般に変えることができない。
－
アプリケーション組立て情報。アプリケーション組立て情報は，ejb-jarファイルの中のエンタプライズビーン（又はビーン）がより大きいアプリケーション配備単位の中にどのように構成されるかを示す。 配備記述子の中で組立て情報を提供することはejb-jarファイル生産者に対して任意とする。組立ての水準の情報は，エンタプライズビーンの機能を壊さないで変えることができる。しかし，この変更は組み立てられたアプリケーションの振る舞いを変えてよい。

 LISTNUM list1 \l 1  
ejb-jarファイル　ejb-jarファイルは，エンタプライズBeanのパッケージ化のための標準形式とする。ejb-jarファイル形式は，未組立てエンタプライズビーン（Bean提供者の出力）をパッケージ化して，組み立てたアプリケーション（アプリケーション組立て者の出力）をパッケージ化するのに用いられる。

 LISTNUM list1 \l 2  
概要　ejb-jarファイルフォーマットは，ビーン提供者とアプリケーション組立て者との間及びアプリケーション組立て者と配備担当者との間の契約とする。

ビーン提供者によって作成された ejb-jarファイルは，一般的にアプリケーション組立て指示を含まない一つ以上のエンタプライズビーンを含む。アプリケーション組立て者（これは，ビーン提供者と同じ人又は組織とすることが可能。）によって作成された ejb-jarファイルは，一つ以上のエンタプライズビーンに加えて，エンタプライズビーンが一つのアプリケーション配備単位の中にどのように組み合わされるかを示すアプリケーション組立て情報を含む。

 LISTNUM list1 \l 1  
実行時環境　24.は，適合EJB 2.0コンテナが実行時にエンタプライズビーンインスタンスに対して利用可能としなければならないアプリケーションプログラムインタフェース（API)を定義する。これらのAPIは，可搬なエンタプライズビーンによって利用される。

24.では，EJB2.0コンテナ提供者がエンタプライズビーンに提供する機能性に課すことのできる制限も定義する。これらの制限は，セキュリティの強化及びコンテナが実行時環境を適切に管理することを可能にするために必要となる。

 LISTNUM list1 \l 2  
Bean提供者の責任　24.1では，Bean提供者のビュー及び責任を示す。

 LISTNUM list1 \l 3  
コンテナによって提供されるAPI群　EJB提供者は，EJB2.0コンテナ提供者が次のAPIを提供するものと期待してよい。

－
Java 2プラットフォーム，標準版（v1.3）（J2SE)API

－
EJB 2.0標準拡張

－
JDBC 2.0標準拡張（行集合だけを支援）

－
JNDI 1.2標準拡張

－
JTA 1.0.1標準拡張（UserTransactionインタフェースだけ）

－
JMS 1.0.2標準拡張

－
JavaMail 1.1標準拡張（メール送出だけ）

－
JAXP 1.0

 LISTNUM list1 \l 3  
プログラムの際の制限　24.1.2は，エンタプライズビーンが可搬であり，任意の適合EJB2.0コンテナにおいて配備可能となるために，Bean提供者が従わなければならないプログラム上の制約を示す。この制限は，ビジネスメソッドの実装に適用される。これらの制約のコンテナのビューを示す24.2は，すべてのEJBコンテナが提供しなければならないプログラム環境を定義する。

－
エンタプライズBeanは，読み書き静的フィールドを使用してはならない。読み込みだけの静的フィールドの使用は許される。したがって，エンタプライズビーンクラスのすべての静的フィールドは，finalとして宣言することが勧告される。

備考
この規則は，いくつかのEJBコンテナがすべてのエンタプライズビーンのインスタンスの実行に単一JVMを用いて，他がインスタンスを複数のJVMにまたがって分散させてよいという理由から，無矛盾な実行時意味の保証に必要となる。

－
エンタプライズBeanは，複数インスタンスの実行を同期させるためにスレッド同期基本命令を使ってはならない。

備考
前項と同じ理由に拠る。EJBコンテナがエンタプライズビーンのインスタンスを複数のJVMにまたがって分散させるとき，同期はうまく動かない。

－
エンタプライズBeanは，ディスプレイに情報を出力しようとして，又はキーボードから情報を入力しようとしてAWT機能を使ってはならない。

備考
ほとんどのサーバは，アプリケーションプログラムと，サーバシステムに接続したキーボード又はディスプレイとの間の直接処理を許していない。

－
エンタプライズBeanは，ファイルシステムのファイル又はディレクトリにアクセスしようとしてjava.ioパッケージを使ってはならない。

備考
ファイルシステムのAPIは，ビジネスコンポネントがデータへアクセスするのに適していない。ビジネスコンポネントは，データ記録にはJDBCなどの資源マネージャAPIを用いるのがよい。

－
エンタプライズBeanは，ソケットで待受け（listen）ようとしたり，ソケット接続を受け入れたり，マルチキャストのためにソケットを使ってはならない。

備考
EJB体系は，エンタプライズビーンのインスタンスがネットワークソケットクライアントとなることを許すが，ネットワークサーバとなることは許さない。インスタンスがネットワークサーバになることを許すと，EJBクライアントのために働くというエンタプライズビーンの基本機能との衝突が生じる。

－
エンタプライズBeanは，Java言語のセキュリティ規則のためにアクセス可能でないと宣言されたメンバについての情報を得るためにクラスに問い合わせようとしてはならない。エンタプライズビーンは，Javaプログラム言語のセキュリティ規則が利用不能としている情報にアクセスするためにリフレクションAPIを用いようとしてはならない。

備考
エンタプライズビーンが他のクラスについての情報にアクセスしたり，Javaプログラム言語によって通常許可されていない方法でクラスにアクセスすることを許すと，セキュリティを弱めてしまう。

－
エンタプライズビーンは，クラスローダを生成しようとか，現在のクラスローダを得ようとか，クラスローダ文脈を設定しようとか，セキュリティマネージャを設定しようとか，新しいセキュリティマネージャを生成しようとか，JVMを停止しようとか，又は入出力及びエラーストリームを変更しようとかしてはならない。

備考
これらの機能は，EJBコンテナに確保されている。エンタプライズビーンがこれらの機能を使うことを許すと，セキュリティを破り，実行時環境を適切に管理するというコンテナの能力を損なう。

－
エンタプライズビーンは，ServerSocketによって用いられるソケットファクトリ，Socket又はURLによって用いられるストリームハンドラファクトリを設定しようとしてはならない。

備考
これらのネットワーク処理機能は，EJBコンテナのために確保されている。エンタプライズビーンがこれらの機能を使うことを許すと，セキュリティを破り，実行時環境を適切に管理するというコンテナの能力を損なう。

－
エンタプライズビーンは，スレッドを管理しようとしてはならない。エンタプライズビーンは，スレッドを開始，停止，一時停止若しくは再開，又はスレッドの優先度若しくは名前を変更しようとしてはならない。エンタプライズビーンは，スレッドグループを管理しようとしてはならない。

備考
これらの機能は，EJBコンテナのために確保されている。エンタプライズビーンにスレッド管理を許すと，実行時環境を適切に管理するというコンテナの能力を損なう。

－
エンタプライズビーンは，ファイル記述子を直接読んだり書いたりしようとしてはならない。

備考
エンタプライズビーンにファイル記述子を直接読み書きすることを許すと，セキュリティを破る。

－
エンタプライズビーンは，特定のコード生成元のセキュリティ施策情報を得ようとしてはならない。

備考
エンタプライズビーンにセキュリティ方針情報へのアクセスを許すとセキュリティホールを作る。

－
エンタプライズビーンは，Java環境を通さないライブラリをロードしようとしてはならない。

備考
この機能は，EJBコンテナのために確保されている。エンタプライズビーンにJava環境を通さないコードのロードを許すとセキュリティホールを作る。

－
エンタプライズビーンは，Javaプログラム言語の通常の規則ではエンタプライズビーンが利用できないパッケージ及びクラスにアクセスできるようにしようとしてはならない。

備考
この機能は，EJBコンテナのために確保されている。エンタプライズビーンにこの機能を許すとセキュリティホールを作る。

－
エンタプライズビーンは，セキュリティ構成オブジェクト（Policy，Security，Provider，Signer及びIdentity）へのアクセス及び修正を試みようとしてはならない。

備考
これらの機能は，EJBコンテナのために確保されている。エンタプライズビーンにこれらの機能を許すとセキュリティを破る。

－
エンタプライズビーンは，Java標準プロトコルの下位クラス及びオブジェクト代入機能を使おうとしてはならない。

備考
エンタプライズビーンにこれらの機能を許すとセキュリティを破る。

－
エンタプライズビーンは，thisを引数又はメソッドの結果としてわたそうとしてはならない。エンタプライズビーンは，SessionContext.getEJBLocalObject()，EntityContext.getEJBObject()又はEntityContext.getEJBLocalObject()の結果をその代わりにわたさねばならない。

エンタプライズビーンの実装の可搬性をすべての適合EJB2.0コンテナにわたって保証するためには，Bean提供者は，セキュリティ設定をもつコンテナを用いてエンタプライズビーンを試験するのが望ましい。

 LISTNUM list1 \l 1  
EJB役割の責任　25.は，各EJB役割の責任をまとめる。

 LISTNUM list1 \l 2  
Bean提供者の責任　25.1は，Bean提供者のための要件を明らかにする。Bean提供者によって開発されたエンタプライズビーンがすべてのEJBに準拠するコンテナに配備可能にするためには，これらの要件が満たされなければならない。

 LISTNUM list1 \l 3  
API要件　エンタプライズビーンは，この規定で定義されるすべてのAPI要件を満たさなければならない。

 LISTNUM list1 \l 3  
パッケージ化要件　Bean提供者は，23.で記述された形式でejb-jarファイルにエンタプライズビーンをパッケージ化する責任をもつ。

配備記述子は，22.2で記述された構造情報を含まなくてはならない。

配備記述子は，22.3で記述されたとおりにアプリケーション組立て情報を含んでもよい。

 LISTNUM list1 \l 1  
エンタプライズJavaBeans APIの参照　次のインタフェース及びクラスは，エンタプライズJavaBeans APIに適合する。

パッケージ javax.ejbは，次のインタフェース及びクラスをもつ。
インタフェース
－
public interface EJBContext

－
public interface EJBHome

－
public interface EJBLocalHome

－
public interface EJBLocalObject

－
public interface EJBMetaData

－
public interface EJBObject

－
public interface EnterpriseBean

－
public interface EntityBean

－
public interface EntityContext

－
public interface Handle

－
public interface HomeHandle

－
public interface MessageDrivenBean

－
public interface MessageDrivenContext

－
public interface SessionBean

－
public interface SessionContext

－
public interface SessionSynchronization

クラス
－
public class AccessLocalException

－
public class CreateException

－
public class DuplicateKeyException

－
public class EJBException

－
public class FinderException

－
public class NoSuchEntityException

－
public class NoSuchObjectLocalException

－
public class ObjectNotFoundException

－
public class RemoveException

－
public class TransactionRequiredLocalException

－
public class TransactionRolledbackLocalException

パッケージ javax.ejb.spiは，次のインタフェースをもつ。
インタフェース
－
public interface HandleDelegate

パッケージ javax.ejb.deployment
EJB 1.0規定で定義されていたjavax.ejb.deploymentパッケージは，EJB 1.1で廃止された。EJB 1.0配備記述子形式は，ejb-jarファイル作成者で使われるべきではない。その支援は，EJB 1.1及びその後の適合コンテナでは必要ない。

備考
EJBインタフェースのJavadoc規定は，原規定と共に配布されるZIPファイルに含まれる。

EJBインタフェースのJavadoc規定に含まれる表明は，必要な機能であり，適合コンテナで実装されなければならない。

 LISTNUM list1 \l 1  
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TR X 0005：2003
分散オブジェクト指向のプログラム言語及びその環境（追補3）
解　説
1.
公表の趣旨及び経緯　Enterprise JavaBeans(EJB)は，Javaにおけるエンタプライズシステムを構築する技術の中核をなす。このEJBコンポネント技術は，Java Servlets API，JavaServer Pages及びXML技術とともに, J2EE(Java 2 Platform, Enterprise Editon)として体系化されている。アプリケーション開発者が，J2SE(Java 2 Platform, Standard Editon) Optional PackageであるJNDI(Java Naming and Directory Interfaces), J2SEコンポネントであるRMI(Remote Method Invocation)などの他の機能と共に使用し，ビジネスロジックをカプセル化して, システムレベルの問題に煩わされないことを目指している。これらは，トランザクション，並行性，セキュリティ，分散などについて一貫した体系の下でのシステム構築を可能とする。 EJB規定は, 技術的な内容だけでなく, その開発・導入から運用までの技術者などの役割を規定したEJB役割, 導入シナリオまでを含んでいて，コンポネント技術全般に関して示唆に富む。

EJB技術は，Enterprise JavaBeans, Version 1.0(EJB1.0)[1]からEJB1.1[2]を経て, このEJB2.0[3]となってきたが，既にEJB2.1[4]の提案がなされ，検討が進んでいる。 EJB2.1の提案においては，ウェブサービス支援機能が追加され，ステートレスセションビーンがウェブサービス端点を実装する。これによって，外部ウェブサービスをあらゆるエンタプライズビーンが活用できる。コンテナ管理タイマサービスが追加され，より高水準のビジネスプロセスのモデル化及び管理がエンタプライズビーンで可能となる。EJB QLについては，集約関数，結果の順序付け，スカラ関数の追加などの機能強化を行う。

EJB1.0の規定内容については，(財)日本規格協会 情報技術標準化研究センター(INSTAC)の高速Webにおける標準化に関する調査研究委員会の1998年度の活動として，翻訳作業が行われ，1998年11月に，TR X 0005:1998に対して第6章を追加する追補1として，工業技術院(当時)に原案提出された。この追補1は，1999年3月に公表されている。この追補1については，図が不鮮明であるとの読者からのコメントがあり，図を書き改めた第2刷が，2001年5月に発行された。

INSTACの次世代コンテンツの標準化に関する調査研究委員会(NGC)は, Java関連技術の標準化動向に着目して調査研究を行ってきた。Sun Microsystemsが EJB2.0の原案を公表すると, 同委員会は直ちにその内容レビューを行い, それがJava関連技術に極めて重要な技術であるため, 標準情報(TR)として国内に示す必要があることを提言した。

さらに同委員会は, 2002年度の活動としてこのEJB2.0の概要作成を計画し, 作業グループWG3がこの作業を担当した。WG3は, その概要をTR X 0005 追補3として位置付け, 2003年1月にその原案を完成して, 経済産業省産業技術環境局に提出した。

2.
審議中の主要検討課題　

2.1
訳語に関する検討　類似用語については次のとおり訳語の使い分けを行い，概要記述の中での概念の識別を明確にした。

	bean 
	ビーン 

	Bean 
	Bean 

	
	

	enterprise 
	組織 

	Enterprise 
	エンタプライズ 


2.2
主な訳語　訳語は, 原則としてTR X 0005 追補1に用いられたものを採用した。訳語の選定に際しては, “EJBコンポーネントに関するコンソーシアム”の日本語用語部会[5]とリエゾンをとり, 慎重な検討を重ねた。新たに採用した主要な訳語を解説表2.1にそれを示して，今後の改正，関連規定の作成等に際しての参考とする。

	解説表2.1 訳語一覧

	原語 
	訳語 

	abstract persistent scheme 
	抽象永続性スキーマ 

	access 
	アクセス(する) 

	application assembly instructions 
	アプリケーション組立て命令 

	archtecture 
	体系 

	aspect 
	側面 

	assemble 
	組み立てる 

	assembler 
	組立て者 

	assembly 
	組立て 

	atomic 
	原子的単位として 

	attach 
	取り付ける 

	bean 
	ビーン 

	Bean 
	Bean 

	beans 
	ビーンズ 

	Beans 
	Beans 

	business application 
	業務アプリケーション 

	business logic 
	ビジネスロジック 

	client view 
	利用側ビュー 

	client-view 
	利用者側から見える 

	combine 
	結合する 

	compatible 
	互換性 

	compile 
	コンパイル 


	complient 
	準拠 

	component 
	コンポネント 

	connection pooling 
	コネクションプール処理 

	connection 
	接続 

	consumer 
	消費者 

	contract 
	契約 

	customize 
	合わせ込む 

	deployer 
	配備者 

	deployment 
	配備 

	descripter 
	記述子 

	developer's view 
	開発者のビュー 

	dirty detection 
	ごみ検知機構 

	distribution 
	分散 

	EJB Container 
	EJBコンテナ 

	EJB role 
	EJB役割 

	enterprise 
	組織 

	Enterprise 
	エンタプライズ 

	Enterprise beans' structural 
	エンタプライズビーン構造の 

	entity 
	実体 

	entity bean(s) 
	実体ビーン(ズ) 

	(special) entry 
	特別の参照 

	external dependency 
	外部依存性 

	factory 
	ファクトリ 

	field 
	フィールド 

	finder method 
	検索メソッド 

	format 
	フォーマット 

	goal 
	目標 

	home interface 
	ホームインタフェース 

	identity 
	識別性 

	indivisual 
	個々の 

	install 
	取り付ける 

	instance 
	インスタンス 

	integration 
	統合 

	interoperability 
	相互運用性 

	lazy loading 
	遅延ローディング 

	license 
	ライセンス（する） 

	life cycle 
	ライフサイクル 

	local client virew 
	局所利用側ビュー 

	low level 
	低水準 

	map 
	対応付ける 

	message service 
	メッセージサービス 

	method intercepter 
	メソッド横取り 

	multithreading 
	マルチスレッド処理 

	native 
	Java環境を通さない 

	overview 
	概要 

	packaging 
	パッケージ化 

	persistent 
	永続性 

	persistent store 
	永続性記憶内容 

	platform 
	プラットフォーム 

	pluggability 
	抜き挿し可能性 

	portable 
	可搬な 

	primary key 
	主キー 

	producer 
	作成者 

	programming language 
	プログラム言語 

	provider 
	提供者 

	query 
	問合せ 

	recompile 
	再コンパイル 

	relationship 
	データベース関連性 

	release 
	版 

	requirement 
	要件 

	resource 
	資源 

	responsibility 
	責任 

	run-as identity 
	みなし実行識別性 

	runtime 
	実行時 

	scalable 
	規模拡大縮小可能な 

	secure 
	安全な 

	security principal 
	セキュリティ責任者 

	session bean(s) 
	セションビーン(ズ) 

	specify 
	規定する 

	stateful 
	ステートフル 

	stateless 
	ステートレス 

	storage 
	記憶装置 

	structural information 
	構造情報 

	support 
	支援する, 支持する, etc. 

	suspend 
	一時停止 

	transactional 
	トランザクション処理可能 

	underlying 
	基本的な 

	user 
	利用者 

	vender 
	製造元 

	versioning 
	版管理 

	wrap 
	包み込む 

	message-driven bean 
	メッセージ駆動ビーン


3.
概要としての記述　

3.1
章・節などの構成　原規定の概要として構成するために, 次の記述内容の削除・短縮等を行っている。

 LISTNUM lista\l 1 \s 1  )
原規定のChapter 1～27は, それぞれ1.～27.に対応するが, Chapterの下位の節については, 内容に応じて削除する。

 LISTNUM lista\l 1  )
Appendix A～Eは, すべて削除する。

 LISTNUM lista\l 1  )
規定内容に直接関係のない謝辞等は, 削除する。

 LISTNUM lista\l 1  )
本質的でない例題の解説等は, 削除する。

3.2
その他の概要表記上の留意点　原規定においては，備考などを斜体のフォントを用いて表示している箇所がある。これらに対しては，必要に応じて, "備考"と明記している。

4.
懸案事項　

4.1
見出しの修正　4.の見出しは，原規定では"Overview"となっているが，1.3(原規定では1.4)の記述に基づき, この追補では"適用範囲"としている。
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6.
原案作成委員会　この標準情報(TR)の原案を作成した(財)日本規格協会 情報技術標準化研究センター(INSTAC)の次世代コンテンツの標準化に関する調査研究委員会及び作業グループ(WG3)の委員構成を，それぞれ解説表6.1及び解説表6.2に示す。

	解説表6.1 次世代コンテンツの標準化に関する調査研究委員会

	
	氏名 
	所属 

	(委員長) 
	池田　克夫 
	大阪工業大学

	(幹事) 
	村田　真 
	日本アイ･ビー･エム株式会社

	(幹事) 
	小町　祐史 
	パナソニックコミュニケーションズ株式会社

	(幹事) 
	平山　亮 
	金沢工業大学

	
	内山　光一 
	株式会社東芝

	
	久保田　靖夫 
	大日本印刷株式会社

	
	黒川　利明 
	株式会社CSK

	
	斎藤　伸雄 
	凸版印刷株式会社

	
	二本松　勝 
	株式会社日立製作所

	
	木戸　達雄 
	経済産業省産業技術環境局

	
	藤原　洋 
	株式会社インターネット総合研究所

	
	松本　充司 
	早稲田大学

	
	柳町　昭夫 
	株式会社NHKアイテック


	(事務局) 
	山中　正幸 
	財団法人日本規格協会


	解説表6.2 作業グループ3 (WG3)

	
	氏名 
	所属 

	(主査) 
	小町　祐史 
	パナソニックコミュニケーションズ株式会社

	(幹事) 
	内山　光一 
	株式会社東芝

	
	稲垣　達夫 
	グランスフィア株式会社

	
	今城　哲二 
	株式会社日立製作所

	
	荻澤　隆 
	ウェブプラネットリミテッド

	
	奥井　康弘 
	株式会社日本ユニテック

	
	風間　一洋 
	日本電信電話株式会社

	
	上村　圭介 
	国際大学グローバル･コミュニケーション･センター

	
	栗林　博 
	オムロン株式会社

	
	黒川　利明 
	株式会社CSK

	
	八谷　祥一 
	株式会社アプリックス

	
	澤田　位 
	財団法人日本規格協会

	
	出葉　義治 
	ソニー株式会社

	
	内藤　広志 
	大阪工業大学

	
	西村　利浩 
	富士通株式会社

	オブザーバ 
	石川　則夫 
	経済産業省商務情報政策局

	
	浅利　千鶴 
	浅利会計事務所

	
	篠原　章夫 
	日本電信電話株式会社

	
	山東　滋
	株式会社日立製作所

	
	萩原　崇弘
	経済産業省商務情報政策局

	
	高橋　昌行
	経済産業省産業技術環境局

	(事務局)
	山中　正幸
	財団法人日本規格協会
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